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北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

昭
和
五
四
年
一

O
月
一
一
六
日
(
金
)
午
後
一
時
半

i
五
時

「
最
近
の
流
通
問
題
の
動
向
」

報
告
者

出
席
者

二

氏

二

O
名

こ
の
報
告
で
は
、
ま
ず
、
公
正
取
引
委
員
会
の
流
通
問
題
を
め
ぐ
る
最
近

の
動
き
が
紹
介
さ
れ
、
次
に
最
近
の
流
通
系
列
化
規
制
の
強
化
の
背
景
、
流

通
系
列
化
の
競
争
制
限
効
果
、
最
近
の
実
態
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
の
検
討

が
述
べ
ら
れ
た
。

公
正
取
引
委
員
会
の
最
近
の
動
き
と
し
て
、
自
動
車
業
界
と
、
出
版
物
流

通
で
の
不
公
正
な
取
引
慣
行
に
対
し
て
行
政
指
導
に
よ
り
是
正
の
勧
告
が
さ

れ
た
が
、
こ
れ
は
、
最
近
の
流
通
系
列
化
に
対
す
る
公
正
取
引
委
員
会
の
規

制
強
化
の
動
き
の
反
映
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
独
占
禁
止
法
研
究
会
で
の

検
討
作
業
の
進
行
と
自
動
車
、
家
電
な
ど
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
流
通
系
列
化
に
対
す
る
規
制
の
強
化
が
と
り
上
げ
ら
れ
た

の
は
、
山
流
通
系
列
化
が
寡
占
的
支
配
力
の
源
泉
の
一
つ
で
あ
り
、
公
取

委
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
来
た
寡
占
規
制
を
一
歩
前
進
さ
せ
る
た
め
に
流
通
系

申
十
六

謙

方

列
化
の
規
制
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

ω
流
通
系
列
化
が
、
流
通
網

を
閉
鎖
的
に
し
、
外
国
製
品
に
対
す
る
非
関
税
解
除
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

ω
流
通
系
列
化
を
背
景
と
し
て
、
中
小
企
業
に
対
す
る
抑
圧
的
行
為
が
行

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
強
者
の
力
の
濫
用
の
規
制
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
、
な
ど
の
背
景
が
あ
る
。

流
通
系
列
化
の
競
争
制
限
効
果
と
し
て
は
、
基
本
的
に
は
、
販
売
段
階
で

の
競
争
の
影
響
が
生
産
者
段
階
に
及
ぶ
こ
と
を
遮
断
す
る
点
に
あ
る
が
、
そ

れ
は
、
系
列
化
に
よ
り
、
山
製
品
差
別
化
を
弱
化
し
、

ω
ブ
ラ

γ
ド
内

競
争
を
制
限
し
、
川
刷
版
売
業
者
を
従
属
化
す
る
こ
と
に
よ
り
価
格
交
渉
を

弱
め
る
、
な
ど
に
よ
り
実
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
、
自

動
車
、
家
電
の
流
通
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
の
紹
介
が
あ
り
、
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
た
。

昭
和
五
四
年
一
一
月
二

O
日
(
金
)
午
後
一
時
半
|
五
時

「
多
民
族
国
家
に
お
け
る
ネ
l
シ
ョ
γ
H
ピ
ル
デ
ィ
γ
グ
1
1
1
ソ
速
に

お
け
る
民
族
問
題
」

報

告

者

之

氏

出

席

者

二

五

名

報
告
者
は
、
一
九
七
入
年
九
月
か
ら
一

0
ヶ
月
間
ソ
連
に
滞
在
し
た
際

に
、
広
く
少
数
民
族
地
域
を
旅
行
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
見
聞

に
基
づ
い
て
、
多
民
族
国
家
に
お
け
る
ネ
l
シ
ョ
シ

H
ピ
ル
デ
ィ
シ
グ
と
い

う
観
点
か
ら
、
ソ
連
の
民
族
問
題
を
考
察
し
て
み
た
い
。
ネ
l
シ
ョ
γ
H
ピ

ル
デ
ィ

γ
グ
と
は
、
パ
ィ
、
ド
イ
ツ
チ
ュ
、
ベ

γ
デ
ィ
F
ス
等
の
提
唱
に
か

伊

孝

東
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報

か
る
も
の
で
、
近
代
の
ネ
l
シ
ョ

γ
は
自
然
に
出
来
上
っ
た
も
の
で
は
な

く
、
被
治
者
を
政
治
体
制
に
統
合
し
よ
う
と
す
る
権
力
者
の
意
識
的
な
努
力

の
所
産
と
す
る
考
え
方
を
指
す
。
多
民
族
国
家
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
統

合
の
努
力
が
失
敗
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
ソ
速
に
お
い
て
は
、
少
く
と
も

今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
一
定
の
成
功
を
お
さ
め
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

パ
門
権
力
構
造
と
政
治
参
加
、
政
治
的
統
合
に
と
っ
て
は
お
そ
ら
く
最
重
要

の
問
題
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
旅
行
者
の
見
聞
に
基
づ
い
て
語
れ
る
と
こ

ろ
は
少
な
い
。

件
経
済
統
合
と
人
口
動
態
、
ソ
速
に
お
い
て
は
、
全
体
国
家
的
経
済
統
合

が
進
ん
で
お
り
、
民
族
共
和
国
は
今
日
経
済
的
に
ほ
と
ん
ど
単
位
を
な
し
て

い
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
、
周
辺
民
族
共
和
国
の
方
が
中
央
戸
ジ
ア
よ
り
も
高

い
生
活
水
準
を
享
受
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
り
、
少
数
民
族
が
自
己
の

共
和
国
の
外
へ
出
る
こ
と
を
嫌
う
一
方
、
ロ
シ
ア
人
が
よ
り
高
い
生
活
水
準

を
求
め
て
異
民
族
地
域
に
進
出
す
る
と
い
う
傾
向
を
生
ん
で
い
る
。
こ
の
結

果
、
出
生
率
の
極
端
に
低
い
沿
パ
ル
ト
諸
共
和
国
に
お
い
て
は
ロ
シ
ア
人
の

人
口
比
率
が
急
増
し
て
問
題
化
し
て
お
り
、
逆
に
出
生
率
の
異
常
に
高
い
回

教
徒
系
の
諸
共
和
国
に
お
い
て
は
ロ
シ
ア
人
の
大
量
進
出
に
も
拘
ら
ず
そ
の

人
口
比
率
が
急
速
に
低
下
し
て
い
て
、
非
ロ
シ
ア
化
が
進
む
も
の
と
思
わ
れ

る。

雑

国
歴
史
教
育
、
ソ
速
の
民
族
地
域
を
旅
行
す
る
と
、
考
古
学
的
発
掘
、
歴

史
遺
跡
の
保
存
・
修
復
、
民
族
的
記
念
日
の
祝
賀
等
が
大
々
的
に
行
な
わ
れ

て
い
る
の
が
阪
に
つ
く
。
民
族
的
過
去
と
の
同
一
性
の
追
求
は
、
ロ
シ
ア
人

よ
り
も
む
し
ろ
少
数
民
放
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
民
族
毎
の
陛

史
的
一
体
性
を
強
調
し
、
も
っ
て
民
族
的
な
統
合
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
努

力
の
現
わ
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
全
体
国
家

的
統
合
の
た
め
の
歴
史
教
育
、
す
な
わ
ち
、
ソ
連
諸
民
族
は
古
来
か
ら
運
命

共
同
体
を
な
し
、
共
通
の
未
来
の
た
め
に
戦
っ
て
き
た
と
い
う
観
点
に
立
つ

特
別
の
教
育
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
川
征
服
と
い

う
よ
り
も
む
し
ろ
解
放
と
し
て
の
戸
シ
ア
に
よ
る
少
数
民
族
地
域
併
合
史
、

同
ソ
連
諸
民
族
の
共
同
の
事
業
と
し
て
の
ロ
シ
ア
革
命
史
、
同
同
じ
く
大
組

国
戦
争
史
、
の
三
つ
で
あ
り
、
こ
の
な
か
で
は
最
後
の
も
の
が
も
っ
と
も
よ

く
そ
の
目
的
に
資
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

帥
文
化
政
策
、
ソ
速
で
は
、
一
方
で
母
国
語
教
育
、
民
族
文
化
保
護
育
成

が
奨
励
さ
れ
、
他
方
で
諸
民
族
問
の
媒
介
語
と
し
て
の
ロ
シ
ア
語
の
習
得
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
政
策
は
二
言
語
主
義
と
呼
ば
れ
、
各
民
族
毎

の
政
治
的
統
合
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、
全
体
国
家
的
統
合
を
は
か
る
と
い

う
目
的
に
資
し
て
い
る
。
二
言
語
主
義
は
、
非
対
称
的
構
造
を
と
っ
て
お

り
、
少
数
民
族
に
の
み
強
制
さ
れ
て
、
ロ
シ
ア
人
に
は
強
制
さ
れ
な
い
。
二

言
語
状
態
は
自
己
目
的
で
は
な
く
、
諸
民
族
が
「
完
全
に
融
合
」
し
、
単
一

の
「
国
際
文
化
」
を
創
出
す
る
に
至
る
過
程
の
一
段
階
と
見
な
さ
れ
て
い

る
。
少
数
民
族
出
身
者
は
、
二
言
語
状
態
を
通
過
し
て
単
一
言
語
状
態
、
つ

ま
り
ロ
シ
ア
語
専
用
状
態
に
至
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
教
育
、
結

婚
、
移
住
政
策
等
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
て
い
る
。
ソ
連
諸
民
族
を
個
々
人
と

し
て
で
は
な
く
、
民
族
と
し
て
同
化
傾
向
の
強
い
順
番
に
分
類
す
れ
ば
、
以

下
の
如
く
な
ろ
う
。
川
定
住
域
を
も
た
な
い
民
族
(
ユ
ダ
ヤ
人
、
ア
ル
メ
ニ

ア
共
和
国
外
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
等
〉
、
伸
文
化
的
に
遅
れ
、
革
命
後
は
じ
め

北法30(4・228)910



法学会記事

て
自
己
の
知
識
階
級
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
人
口
の
僅
少
な
民
族
(
パ
シ
キ

ー
ル
人
、
プ
リ
ヤ
l
ト
・
モ

γ
ゴ
ー
ル
人
等
)
、
川
ス
ラ
ヴ
系
諸
民
族
(
白

戸
シ
ア
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
等
)
、
同
全
く
異
質
の
文
化
的
背
景
を
も
ち
、

革
命
前
の
教
育
水
準
が
低
か
っ
た
人
口
の
比
較
的
多
い
民
族
(
ト
ル
コ
系
回

教
徒
諸
民
族
、
タ
ジ
ク
人
等
)
、
制
革
命
前
か
ら
教
育
水
準
の
高
い
非
ス
ラ

ヴ
系
諸
民
族
(
エ
ス
ト
ニ
ア
人
、
ラ
ト
ピ
ア
人
、
グ
ル
ジ
ア
人
等
〉
。
し
か

し
、
戸
グ
ア
化
政
策
は
必
ず
し
も
成
功
し
て
い
な
い
。
少
数
民
族
の
文
化
的

同
一
性
は
、
も
つ
ば
ら
家
庭
生
活
あ
る
い
は
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
世
界
に
閉
じ

込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
公
共
生
活
全
体
を
覆
っ
て
い
る
も

の
に
至
る
ま
で
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
の
強
度
、
さ
ま
ざ
ま
の
形
で
存
在
し
続
け

て
お
り
、
た
と
え
ロ
シ
ア
化
が
表
面
的
に
進
行
し
て
い
て
も
、
な
ん
ら
か
の

き
っ
か
け
で
突
然
活
力
を
と
り
戻
す
可
能
性
が
十
分
あ
る
。
ま
た
少
数
民
族

の
教
育
程
度
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、
同
化
政
策
の
成
功
の
チ
ャ

γ
ス
は

狭
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
同
化
政
策
に
よ
る
全
体
国
家
的
統
合
は
、
必
ず
し
も

安
定
し
た
基
礎
の
上
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

同
国
際
環
境
と
の
相
互
作
用
、
ソ
速
の
指
導
者
は
、
ソ
ビ
エ
ト
国
家
に
属

す
る
こ
と
が
少
数
民
族
に
と
っ
て
大
き
な
安
全
保
障
上
、
経
済
上
の
ベ
ネ
フ

ィ
ッ
ト
を
も
つ
こ
と
を
絶
え
ず
強
調
し
、
国
家
の
イ

γ
テ
グ
リ
テ
ィ
を
保
と

う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
は
お
の
ず
か
ら
個

々
の
民
族
の
お
か
れ
た
国
際
環
境
と
と
も
に
変
化
す
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な

「
理
性
」
へ
の
訴
え
は
、
非
合
理
な
感
情
の
支
配
す
る
民
族
運
動
に
お
い
て

必
ず
し
も
説
得
力
を
も
っ
と
は
限
ら
な
い
。
川
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
よ
う
に
具

体
的
に
外
敵
(
ト
ル
コ
〉
の
脅
威
を
感
じ
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
中
央
ア

ジ
ア
の
諸
民
族
の
よ
う
に
国
際
政
治
の
主
体
と
な
り
得
る
と
い
う
認
識
が
弱

く
、
ソ
ビ
エ
ト
国
家
の
経
済
的
恩
恵
を
な
お
強
く
感
じ
て
い
る
場
合
に
は
、

こ
の
よ
う
な
議
論
は
か
な
り
説
得
力
を
も
っ
て
い
る
。
同
パ
ル
ト
諸
民
族
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、
白
ロ
シ
ア
人
の
よ
う
に
伝
統
的
な
外
敵
(
ド
イ
ツ
、
ポ
ー

ラ
シ
ド
)
の
脅
威
が
薄
ら
い
で
い
る
場
合
に
は
、
あ
ま
り
説
得
力
が
な
い
。

川
モ
ル
ダ
ピ
ア
人
、
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ

γ
人
の
よ
う
に
、
国
境
外
に
同
系
民

族
が
住
み
、
か
つ
て
統
一
一
国
家
を
形
成
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
の
計
算
よ
り
も
民
族
の
イ
シ
テ
グ
リ
テ
ィ
を
求
め
る
欲
求
の
β
が

強
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
つ

ソ
速
に
お
け
る
ネ
l
シ
ョ
γ
H
ピ
ル
デ
ィ
シ
グ
は
、
各
民
族
毎
の
統
合
を

全
体
国
家
に
お
い
て
再
統
合
す
る
と
い
う
重
層
構
造
を
と
っ
て
い
る
。
最
近

は
全
体
国
家
的
統
合
が
進
ん
で
、
ソ
ビ
エ
ト
国
家
に
対
応
す
る
「
ソ
ビ
エ
ト

民
族
」
な
る
も
の
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
疑

問
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
将
来
な
ん
ら
か
の
理
由
で
ソ
連
の
政
治
体
制

が
弛
緩
し
た
場
合
、
真
先
に
E
Z
場
す
る
自
立
的
な
政
治
集
団
は
少
数
民
族
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
国
家
的
分
離
を
目
指
す
か
、
地
方
自
治
の
実
質

化
で
満
足
す
る
か
、
そ
れ
と
も
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ツ
ク
な
圧
力
集

団
の
如
き
も
の
に
転
化
す
る
か
、
今
日
予
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
国
家
と
民
族
の
両
レ
ベ
ル
に
お
け
る
統
合
者
と
し
て
の
共
産
党
の

立
場
は
困
難
な
も
の
と
な
ろ
う
。

北法30(4・229)911



報

昭
和
五
四
年
一
二
月
一
四
日
(
金
)
午
後
一
時
半
l
五
時

「
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
と
初
期
の
行
政
法
理
論

ー

l
ダ
イ
シ
ー
か
ら
ダ
ナ
モ
ア
委
員
会
(
一
八
八
五

l
一
九
三
二
年
)
」

報

告

者

古

城

誠

氏

出

席

者

二

八

名

山
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
行
政
に
関
す
る
特
殊
な
法
準
則
は
旧
く
か

ら
存
在
し
、
ま
た
一
九
世
紀
後
半
以
降
は
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
を
増
し
つ

つ
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
は
、
ブ
ラ
シ
ス
や
ド
イ
ツ
と
異
な
り
、
独
立
の

法
体
系
お
よ
び
行
政
裁
判
所
と
い
う
形
を
と
ら
な
か
っ
た
た
め
、
一
九
二

0

年
代
に
至
る
ま
で
ま
と
も
に
研
究
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
研
究
が
な
さ
れ

な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ダ
イ
シ
ー

は
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
「
行
政
法
」
が
存
在
し
な
い
と
の
べ
た
こ
と
で
我
国
に

も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
ょ
く
検
討
す
る
と
、
こ
の
命
題
は
、
イ
ギ

リ
ス
に
は
独
立
の
行
政
法
体
系
が
存
在
し
な
い
と
の
べ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、

ダ
イ
シ
l
自
身
、
一
九

O
一
年
の
論
文
以
降
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
も
行
政
に
特

殊
な
法
準
則
が
存
在
す
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
。
た
だ
ダ
イ
シ

l
に
お
い
て

は
、
こ
う
し
た
意
味
の
行
政
法
は
論
及
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
研
究
さ
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

剛
山
一
九
二

0
年
代
に
な
る
と
、
よ
う
や
く
イ
ギ
リ
ス
自
体
の
行
政
法
が

検
討
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
検
討
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
行

政
法
が
か
え
っ
て
欠
陥
の
多
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
。
特
に
問

題
と
な
っ
た
の
は
、
司
法
審
査
が
権
限
逸
脱
事
由
に
限
定
さ
れ
て
い
た
た

め
、
行
政
決
定
の
統
制
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ

雑

に
つ
い
て
の
改
革
構
想
は
、
①
行
政
決
定
自
体
を
廃
止
せ
よ
と
い
う
も
の

(
ヒ
ュ
ア
l
ト
)
、
②
通
常
裁
判
所
の
審
査
を
強
化
す
る
た
め
ア
ピ
ー
ル
を

設
け
よ
と
い
う
も
の
(
ア
レ

γ
)
、
@
通
常
裁
判
所
に
よ
る
統
制
強
化
は
、

政
策
問
題
に
つ
い
て
不
適
切
な
介
入
を
招
く
の
で
、
行
政
裁
判
所
を
設
け
よ

と
い
う
も
の
(
ロ
プ
ソ

γ
)
、
④
行
政
決
定
は
議
会
に
よ
り
す
で
に
統
制
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
で
十
分
だ
と
す
る
も
の
(
行
政
部
省
)
の
四
つ
に
分
れ

た
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ω
こ
う
し
た
論
争
を
背
景
と
し
て
、
政
府
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
改

革
案
を
作
成
す
る
た
め
に
、
一
九
二
九
年
に
ダ
ナ
モ
ア
委
員
会
を
設
置
す

る
。
ダ
ナ
モ
ア
委
員
会
の
報
告
は
し
ば
し
ば
「
法
の
支
配
」
の
立
場
に
立
っ

た
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
④
の
立
場
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
行
政
決
定
を
司
法
決
定
と
準
司
法
決
定
と
に
区
別
し
、
後
者
に
つ
い
て

は
裁
判
所
に
よ
る
統
制
強
化
を
勧
告
し
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
準

司
法
決
定
に
関
し
て
裁
判
所
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
設
け
る
と
、
裁
判
所
に
よ
る

政
策
問
題
へ
の
介
入
が
生
事
す
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て

一
九
二

0
年
代
に
は
、
行
政
決
定
に
対
す
る
司
法
審
査
の
重
要
性
が
認
識
さ

れ
、
ま
た
そ
れ
が
十
分
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
司
法
審
査
強
化
論
は
改
革
案
と
し
て
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。


